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１．パレット標準化の実態把握
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パレット標準化実態把握
１．パレット利用実態の調査方法

 パレットの利用実態については、総合物流施策大綱の1期目（1997～2001）に「パレタ
イズ化率の調査を行うとともに、物流機器購入の支援などの施策により、パレタイズ貨
物の割合を高める。」（以下、罫線内に本文引用）といった記載があり、JILSが主体と
なりパレット化率の調査が2000年頃まで継続的に実施していた。
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貨物のパレタイズ比率（貨物をパレットに積付けて輸送、保管等を行っている割合）の調
査、一貫パレチゼーション（貨物をパレットに積付けたまま発送から到着の荷下ろしまで
を一貫して行う輸送方式）に資する物流機器購入、輸送包装の開発・改良に対する支援等
の施策により、パレタイズ可能貨物のうちのパレタイズ貨物の割合を高める。このため、
これに資するよう、平成 10 年度から、パレタイズ可能な政府調達物資については、他の
ＪＩＳ規格パレットが一般的に利用されている分野を除き、一貫輸送用パレット（Ｔ11
型）によるよう努める。

 今回の調査も当時の調査方法と調査票を参考に調査を行った。手順は下記のとおり。
◎1997年～2001年当時の調査の対象としていた25業種の中から、パレット利用にそぐわ

ない業種（鉄鋼業など）を除いた業種ごとの業界団体等を対象に調査を実施（詳細は次
ページに記載）

◎業界団体を通じ、会員企業にアンケート調査票を配布（メール送信）して回収

 最終的な調査結果は業種ごとに集計・分析を行うが、質問内容の確認と回答の概要とし
て、現在までに回収、入力できた回答の集計結果を示す。
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２．実態調査の調査対象業種

 アンケート調査の対象業種と、現時点の回答件数は下記のとおり。（11月下旬まで継続
して回答をお願い）
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業種名 対象団体名 回答数

ｱﾙﾐﾆｳﾑ圧延業 (一社)日本アルミニウム協会 4

電線製造業 (一社)日本電線工業会

伸銅品製造業 日本伸銅協会 13

石油化学工業 石油化学工業協会 16

日用品、化粧品業 （公財） 流通経済研究所 10

化学工業、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品製造業、合成染料製造業 (一社)日本化学工業協会 6

タイヤ製造業 (一社)日本自動車ﾀｲﾔ協会

ダイカスト製造業 (一社)日本ダイカスト協会 9

自動車製造業 (一社)日本自動車工業会 7

電子・電気機器製造業 (一社)電子情報技術産業協会

アパレル製造・卸売業 (一社)日本アパレル・ファッション産業協会 13

百貨店業 日本百貨店協会

チェーンストア業 日本チェーンストア協会 9

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ業 (一社)日本ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞﾁｪｰﾝ協会 6

紙・パルプ産業 日本製紙連合会

麦酒業・清酒業 (一社)Pパレ共同使用会 68

食品業 主要メーカー（JILS会員から） 16

青果業 日園連、ホクレン 3

米流通業 全米販 14
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２．パレット標準化の効果試算（方針）
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パレット標準化の効果の試算
◆試算パターン

 パレットのサイズや運用（共同利用等）の標準化による効果を中心に試算する

 試算は、大きく下記の3つの視点で実施
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試算の視点 試算の概要

１．パレット未使用→パ
レット使用 の効果

着荷主の荷役作業の条件などによりパレットを使用しない
輸送から、パレットを使用した輸送に変更した場合の作業
時間などを踏まえたコストを算出して比較する。
フォークリフトの導入費用は取扱量によってトン当たりの
コストが変動するので、取扱量の規模を複数設定して試算
を行い、複数のパターンで比較する。

２．パレットの規格・運用
の標準化による効果（別
パレットへの積み替え作
業⇒別パレット積み替え
作業なしの効果）

サイズが標準化されたパレットを利用し、出荷・着荷時に
積み替え作業がない場合と、着荷主の指定などによりパ
レットの出荷時に発側で別パレットへの積み替え作業を実
施した場合について、作業時間等の変化を踏まえた試算を
行う。

３．パレットの規格・運用
の標準化による効果（個
別回収⇒共同利用・共同
回収の効果）

パレットの回収を個々の企業で実施する場合と、パレット
の規格・運用の標準化の実現により、共同利用・共同回収
する場合について、回収コストやパレット投入量などの削
減を踏まえた試算を行う。
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３．諸外国におけるパレットの利用実態・
事例調査
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Ⅰ．豪州
１．パレット利用状況の概要
 オーストラリア市場には１億４千万枚のパレットがあると推計されている（2017年）。

 パレットの素材は、木材（87.5％）、プラスチック（7.5％）、その他（金属を含む、
5％）の順に多い。

 パレットの調達方法は、第三者からのレンタル（パレットレンタル、パレットプー
ル）による利用が66％、パレットの再利用が14％、新品購入が８％、 中古品購入が
３％、新品・中古購入が６％、残りの８％は上記のうち複数の方法による利用や、自
主的な利用者間でのパレットのやり取りとなっている。（複数回答）

 今後２年間で第三者レンタル／プール事業者によるパレット利用が増えるか、という
問には、56％が「変わらない」と回答、37％が「増やす」、７％が「減らす」と回答
した。

8

出所：Centre for Supply Chain and Logistics “Australian Pallet 
Survey 2017 Report”, August 2017

オーストラリア企業へのヒアリングでは、
第三者レンタル事業者のうち、 65%程
度がCHEP、30%程度がLOSCAM、残
りの５％程度が他の事業者というシェア
状況となっている、とのことであった。

※CHEP社およびLOSCAM社は、
オーストラリアを含む国々にてパ
レットのプーリングサービス等を
提供している会社である。
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Ⅰ．豪州
２．パレットの規格
 オーストラリアでは、一般的に

1,165mm× 1,165mmサイズ
（CHEPサイズ）が用いられている。

 輸出入の増加に伴い、アジアで多
く用いられている1.2 x 1.2mサイ
ズ やヨーロッパ圏で多く用いられ
ている1.0 x 1.2mサイズなどの利
用も増えてきているが、構内の
ラック等が CHEPサイズに合わせ
た作りとなっているため、国内流
通用にはCHEPサイズへの積み替え
も発生している。

 近年では、店内ディスプレイ用に
ハーフサイズ(775mm x 
590mm) も増えている。

出所：Plain Pallets社ホームページ、 Centre for Supply Chain and Logistics “Australian Pallet Survey 2017 Report”, August 2017
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• CHEP Australian Wooden Pallet
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・CHEPの木製パレットは硬材が使用されている。
・オーストラリア企業へのヒアリングによると、
硬材は耐久性が高く、パイン材を使用している
LOSCAMのパレットよりも好まれているとのこと。
（ただし、 LOSCAMはパイン材でも硬材と同じ
基準を満たしているとしている。）

出所：CHEP社、LOSCAM社ホームページ
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Ⅱ．欧州
１．欧米におけるパレット標準化の歴史年表
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出所：”Euro Pallets”, Robin Kiefer, April 5, 2019,”THE HISTORY OF THE WOODEN PALLET”, 17 Sep 2018, etc.
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 1991年設立以来、EU圏を中心とする欧州諸国において、パレット・プー
ル・システムの開発と維持拡大を推進。
 現在では、ロシア、ベラルーシ、ウクライナ、トルコ、中国等にも進出。

 品質に関する独自基準を定め、世界最大の品質検査機関であるビューロー
ベリタスと中国認証検査グループ(CCIC)に検査を委託し、欧州を中心とす
る正解各国・地域で認証活動を実施。

 欧州を中心として30以上の国々の1,500以上の拠点に対し、パレットの生
産及び修理に関する認証を実施。

 加えて、年間25,000件以上の抜き打ち検査も実施。
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出所：EPALウェブサイト https://www.epal-pallets.org/eu-en/

Ⅱ．欧州
２．欧州パレット協会：EPAL(The Europe Pallet Association)とは
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Ⅱ．欧州
３．ユーロ・パレット主要タイプのサイズ
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出所：”Euro Pallet(EPAL): Sizes and Specifications”, 26 OCT / 2020, Containers & Pallets
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Ⅱ．欧州
４．欧州におけるパレットの等枚交換ルール

 欧州におけるパレットの等枚交換ルールは、1961年に国際鉄道連
合(UIC)の後援を受けた欧州の鉄道会社がパレットの標準化に乗り
出してから、1991年にEPALが発足するまでの過程で、ドイツが中
心となって策定されたと考えられる。

 ボン型パレット交換 (BONN PALLET EXCHANGE)
 標準化された、交換可能且つ再利用可能な（プール）パレットでの商

品の輸送における返還義務を伴うパレット交換の規定。

 貨物運送事業者が所有するパレットを使用せず、荷送人がパレタイズ
された貨物引き渡し時に同数、同種類、同品質の空パレットを受け取
り、パレタイズされた貨物配達時に荷受人が同数、同種類、同品質の
空パレットを引き渡す（返送する）ことが前提。

 ケルン型パレット交換 (COLOGNE PALLET EXCHANGE)
 標準化された、交換可能且つ再利用可能な (プール) パレットによる商

品の輸送におけるパレットの相互交換に関する規則。

 貨物運送事業者の所有であり且つ交換可能なパレットを使用し、荷送
人からのパレタイズされた貨物引き受け時に貨物運送事業者から荷送
人へ、荷受人への パレタイズされた貨物配達時に荷受人から貨物運送
事業者へ、同枚数、同タイプ、及び同品質の空パレットを引き渡すこ
とが前提。
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